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だ い が っ き し ぎょう しき

令和２年1月8日

令和２年１月１日 深谷小４階から見る初日の出

今年もよろしく
おねがいします。

冬休み
たくさんの仕事・手伝
いができましたか？

ふ ゆ や す

し ご と て つだ

交通事故なし
こ う つ う じ こ

交通ルールを
守ることができた

こう つう

まも

令和２年（2020年）
のスタート

今年は
子（ね）年

ねずみ

干支（えと）は、
十干（じっかん）と十二支（じゅうにし）を組み合わせたもの

十干が庚（かのえ）

今年は、

食物の成長が止まって
新たな形に変化しよう
という状態

種子の中に新しい生命
ができ始める状態

十二支が子（ね：ねずみ）

庚・子（かのえ・ね）は、勉強、仕事・健康
などがそれぞれ関係し、変化が生まれる状態。

組み合わせは、６０。
この組み合わせを干支（えと）という。

これまでのことを振り返りながら、新しい
ことにチャレンジすることがよい年。

ね・うし・とら・う・たつ・み・うま・ひつじ・さる・とり・いぬ・い

これまでのことをふりかえ

りながら、『新しいこと
にチャレンジする年』に
していきましょう。

庚・子（かのえ・ね）は、勉強（べんきょう）・
仕事（しごと）・健康（けんこう）などがそれ
ぞれ関係（かんけい）し、変化が生まれる状態。
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冬休（ふゆやす）みに
考（かんが）えたこと

こんな子に
なってほしい

３つの『開（あ）ける』

口 を 開 け る
くち あ

(1)

き も

３つの『開（あ）ける』

＜意味＞
①口を開く ②話し始める

自分（じぶん）の思（おも）ったことや
考（かんが）えたことや意見（いけん）

をはっきりわかりやすく話（はな）す
ことができるようになってほしい。

目 を 開 け る
め あ

(2)

き も

３つの『開（あ）ける』

＜意味＞
①目をぱっちり開ける
②自分のことがわかる

自分（じぶん）を見つめてほしい。
「自分のよいところ」、「直したいところ」、
「よくできるところ」、「よわいところ」など

道 を 開 け る
みち あ

(3)

き も

３つの『開（あ）ける』

＜意味＞
①通ることができるようにする
②自分で解決する

わからないこと、できないこと、直（な

お）したいことを自分（じぶん）で解決
（かいけつ）してほしい。

目 を 開 け る
め あ

(2)

き も

３つの『開（あ）ける』

(1)口 を 開 け る
くち あ

(3)道 を 開 け る
みち あ

どうしても、ぜったいに、
できるようにしたいこと

朝（あさ）と帰（かえ）りの

あいさつ
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みんなの家（いえ）の人（ひと）への
アンケートの結果（けっか）

あいさつがとてもよくできる

旗当番（はたとうばん）の時（とき）、
あいさつができない子が多（おお）い

＜あいさつについて＞

旗（はた）を持（も）っている人（ひと）の方（ほう）

を向（む）いて、気持（きも）ちのよいあいさつが
できているか？

今年こそ！

朝（あさ）と帰（かえ）りの

あいさつ

だれからも、深小っ子は、みんな「あいさつが
しっかりできる！」と言われるようになりたい。

一人（ひとり）残（のこ）らず、みんなが
できるようになってほしい！

今日は、令和２年になって はじめての学校

「明（あ）けましておめでとう
ございます。」

「今年（ことし）もよろしくお願
（ねが）いします。」
と言（い）えるといいですね。

帰（かえ）りの時（とき）

あしたの朝（あさ）から、毎日（まいにち）、朝
（あさ）も帰（かえ）りも、しっかりあいさつを
していきましょう！

朝（あさ）と帰（かえ）りの

あいさつ
あいさつ日本一（にっぽんいち）

の学校（がっこう）をめざそう！

のびを
確認（かくにん）する

３学期（がっき）

＜３学期＞
ど りょく

つづ

ど りょく

つづ

「前の自分」と「今の自分」
くら たし

を比べて確かめる

ちょうせん ほんとう

挑戦してきたことが本当にできる
じぶん ちから の

ようになったか（自分の力が伸び
たし

たか）を確かめる
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３学期は、まとめの学期

夢や目標にむかって

努力をし続け、確か

める３学期にしてほ
しい。

ゆめ もく ひょう

ど りょく つづ

がっ き

３学期は、次への準備の学期

たし

だ い が っ き し ぎょう しき

おわり

３学期も
がんばっていこう！

勉強・運動・健康・
やさしさ・努力・…


